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本資料では、日本の港湾政策の対象である京浜・阪神港の世界の海上コンテナ輸送ネットワークに

おける重要性を、ネットワーク分析による中心性指標を用いて評価しました。分析の結果、京浜・阪

神港のネットワークにおけるプレゼンスは、貨物取扱量の順位の低下ほどには低下していないこと、

また、日本の港湾は釜山港への依存度が高いため、ネットワーク構造上、釜山港の機能停止に対して

極めて脆弱であり、この問題を解決するためには、京浜・阪神港を国内ハブとして機能させることが

重要であることが明らかとなりました。
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